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分析対象写真 847 葉のなかから複数誌において共有して 
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審査結果の要旨 
 
提出論文では、建築メディアにおける主要な情報媒体を研究対象とし、こうした媒体を
介した建築空間の伝達手段に潜む一定の作法の抽出と、その意味整理を目的としている。 
論文は、序章から終章までの全５章で構成されたものであり、以下に概要を示す。 
 まず序章では、研究の背景と目的および既往研究成果の整理を施しながら本論文の学術
的な位置づけをした後、本論文が写真と配置図に分析対象を絞って議論するその選定理由
と妥当性の検証を行なっている。 
続く第２章では写真を題材に、特に建築誌において「隣り合って掲載される２葉の組み
（組写真）」と「写真の掲載順」の２つを観点に据えながら、豊富な資料をもとに通底す
る作法の類型抽出を試みている。 
第３章では配置図を題材とし、「描画上方の方位」「描画範囲」「当該建築の描画位置」
の３観点を用意して、建築誌に掲載された全 215 葉の配置図における描画作法の類型抽出
を試みている。 
以上を受け第４章では、前章までに抽出した個別の作法に対して、既往知見との照会を
施しながらこれらを俯瞰し、個々の作法を体系化する「伝達内容」と「伝達手段」という
２種の枠組みの導出に至っている。 
最後に５章で、以上の成果をまとめるとともに、本研究での成果を踏まえた今後の課題
を明示することで結論としている。 
 ３回に渡る審査の概要としては、３人の審査委員が本研究の意図や学術的位置付けを了
解したうえで、論としての骨子および構造、論理展開の妥当性、各用語の選定や図表の整
理方法などを中心に審査議論を行ないながら不明点に関する修正を要求。最終的に、３審
査員の要求を満たす適切な修正が施されていることを確認した。 
 以上のように本研究は、建築空間の伝達を試みている建築メディアに通底する枠組みの
抽出によって、一見すると様々な手練手管に映るそれらが整理可能であることを示してお
り、これは、今後の建築メディアのみならず、どのようにして社会に享受し得る建築空間
の創作を展開するか、という側面においても有効に働く基礎的知見としての意義を持つ。 
ここに、本申請論文は建築意匠分野に新たな知見を与えるものと捉えられ、博士（芸術
工学）の学位授与論文に値するものと認められる。 
